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誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

３月届出分
（敬称略）

結
婚
す
ば
ら
し
い

　
　
　

ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。

　

３
月
６
日
、
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
※

認
定
農
業
者
、
※

認
定
就

農
者
、
農
業

委
員
会
と
の

意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ

の
会
で
は
、

今
後
の
地
域

と
農
業
の
あ

り
方
を
考
え

る
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
の
説
明
が
さ
れ
た
後
、
耕

作
放
棄
地
対
策
や
、圃
場
整
備
の
希
望
、

各
制
度
の
要
望
な
ど
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
出

席
し
た
青
年
就
農
者
か
ら
は
、
彼
ら
を

取
り
巻
く
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
政
策
に
つ

い
て
の
課
題
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
各
種
申
請
を
、
毎

月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
の
平
日
に
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
受
け
付
け
た
申
請
を

立
地
基
準
、
一
般
基
準
の
厳
格
な
照
合

審
査
、
現
地
確
認
調
査
を
し
て
、
毎
月

25
日
に
開
催
さ
れ
る
定
例
農
業
委
員
会

ま
で
に
事
務
処
理
を
間
に
合
わ
せ
る
た

め
申
請
期
限
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
へ
の
申
請
は
期
日
厳
守

で
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
へ
の
申
請
の
種
類
は
、

農
地
の
権
利
移
動
（
農
地
法
三
条
）、

農
地
転
用
（
農
地
法
四
条
）、
農
地
転

用
の
た
め
の
権
利
移
動
（
農
地
法
五

条
）、
農
地
利
用
権
設
定
な
ど
で
す
。

　

農
地
の
権
利
移
動
に
は
、
※

下
限
面

積
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

※�

下
限
面
積　

▽
三
珠
区
域
30
ア
ー
ル

▽
市
川
・
六
郷
区
域
20
ア
ー
ル

　

ま
た
、
農
地
法
４
条
・
５
条
の
申
請

に
は
農
振
法
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
農
業
委
員
会
に
相

談
し
て
下
さ
い
。

農業委員会ニュース
問い合わせ町農業委員会☎055-240-4157

活
発
な
意
見
が
続
出

※
認 

定
農
業
者　

…　

自
ら
の
農
営
を
計

画
的
に
改
善
す
る
た
め
農
業
経
営
改

善
計
画
を
作
成
し
、
町
か
ら
認
定
さ

れ
た
農
業
者

※
認 

定
就
農
者　

…　

ど
の
よ
う
な
農
業

を
始
め
る
か
な
ど
の
就
農
計
画
を
作

成
し
、
こ
の
計
画
が
県
知
事
か
ら
認

定
さ
れ
た
就
農
者

申
請
は
毎
月
10
日
ま
で

全国農業新聞
購読受付中

▷わかりやすい農業・農政の解説▷みんな知りたい
経営・流通の最新情報▷くらしと地域に活力を▷女
性の元気を応援

毎週金曜日発行　B3版８～ 10ページ
購読料：月600円（送料、税込み）

【問い合わせ・申し込み】
市川三郷町農業委員会事務局☎055-240-4157
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平
成
21
年
12
月
15
日
以
降
に
相
続
な

ど
で
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
場
合
に

は
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
以
上
に
徹
底
し

た
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
実

態
を
把
握
す
る
目
的
で
行
い
ま
す
。
相

続
の
登
記
が
済
ん
で
い
な
く
て
も
届
け

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

届
け
出
の
様
式
は
農
業
委
員
会
事
務

局
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

※
届
け
出
は
権
利
の
取
得
を
知
っ
た
日

か
ら
10
カ
月
以
内
に
行
っ
て
下
さ
い
。

【
届
け
出
が
必
要
な
権
利
取
得
】
▽
相

続
▽
法
人
の
合
併
、
分
割
▽
時
効　

他

　

農
地
な
ど
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、

雑
草
の
除
去
な
ど
環
境
衛
生
上
必
要
な

管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
農

作
物
を
栽
培
し
て
い
な
い
農
地
で
は
雑

草
な
ど
が
生
い
茂
り
、
病
害
虫
の
発
生

や
不
法
投
棄
を
誘
発
す
る
原
因
と
な

り
ま
す
。
農
地
の

所
有
者
や
管
理
者

は
周
囲
の
農
作
物

に
影
響
が
で
な
い

よ
う
、
雑
草
が
伸

び
た
ら
早
め
に
草

刈
り
を
し
て
下
さ

い
。

　

町
農
業
委
員
会
で
は
農
地
銀
行
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
農
地
銀
行
制
度
と

は
、
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
進
め
る

た
め
、
農
業
委
員
会
が
農
地
の
貸
し
借

り
や
売
買
の
情
報
管
理
と
あ
っ
せ
ん
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

農
地
を
買
い
た
い
人
、借
り
た
い
人
、

農
地
を
売
り
た
い
人
、
貸
し
た
い
人
な

ど
の
情
報
が
あ
れ
ば
農
業
委
員
会
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

相
続
な
ど
で
農
地
を
取
得

し
た
場
合
に
は
届
け
出
を

■平成 24 年度農作業臨時賃金等
標準額表 10ａ（１反）当り

農作業名 町内全区

耕　運 9,500 円

代かき 9,500 円

機械田植 10,000 円

バインダー（含結束紐） 12,000 円

ハーベスター（脱穀） 11,000 円

コンバイン（含乾燥・配達） 30,000 円

一般農作業（１日・８時間） 8,000 円

一般農作業（１時間） 800 円

農休日 7/7 ～ 7/8

※各作業には賄いはなしとする

※本表は標準額です。双方で相談の
うえ作業の難易、燃料の変動、圃場
の条件により金額を決定して下さい。

計
画
的
な
農
地
の
草
刈
を

■農地の賃借料情報提供 (10a 当たり )
農地の区分 平均額 最高額 最低額

田（水稲のみ） 10,045 円 20,202 円 2,583 円
田（野菜・裏作とも） 12,949 円 39,320 円  2,577 円
普通畑 7,631 円 22,173 円 5,000 円
樹園地 9,851 円 38,168 円 4,931 円

モ　モ 8,886 円 17,513 円 4,931 円
ブドウ 8,210 円 8,210 円 8,210 円
キウイ 5,039 円 5,112 円 5,023 円
その他 15,601 円 38,168 円 5,163 円

集計期間 平成 23 年１月～ 12 月　

農
地
貸
借
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

り  　

お
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今
月
の
各
種
相
談

■
巡
回
児
童
相
談
所
⇨
町
い
き
い
き
健
康
課
子

育
て
支
援
係
☎
０
５
５
６
（
32
）
２
１
１
４

■
教
育
相
談
⇨
町
教
育
委
員
会
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
３

５
月
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
カレンダーの
見方
休　→　休館日

P ５　→　本誌
５ページに詳細
記事あり

② P ５ → 本 紙
２月号５ページ
に詳細記事あり

廃食油の回収Ｐ１１

※河頭地区の可燃ゴミの収集は金曜日のみです
※祝日でもカレンダーどおりに収集します。
※詳しくは各世帯に配布されたゴミ収集予定表、
　およびゴミ便利帳をご覧下さい。

直通電話番号一覧
【本庁舎】　代表☎ 055-272-1101

企 画 課055-272-1103　総 務 課055-272-1102
財 政 課055-272-6091　町 民 課055-272-1105
税 務 課055-272-1104　福祉支援課055-272-1106
生活環境課055-272-6092　建 設 課055-272-6090
出 納 室055-272-1107　議会事務局055-272-1108
教育総務課055-272-6093　生涯学習課055-272-6094
政策推進室055-272-6095　保育課保育係055-240-4160

【三珠庁舎】

三 珠 支 所055-240-4153　産業振興課055-240-4157
【六郷庁舎】

六 郷 支 所0556-32-2111　いきいき健康課0556-32-2114
【大同出張所】055-272-1504
【防災無線聞き直し】0120-704-553←無料　055-272-7799
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■心のよりどころサロン「でてこうし」（毎週金
曜日午前 10 時～午後３時）⇨三珠
健康管理センター問町福祉支援課☎
055-272-1106

【受付時間・診療科目】
( 土曜 ･日曜日･祝日の受付はありません）
■午前診療科目（受付 AM ８:00 ～ 11:30） 
　内　　　科　⇨　月～金
　循環器内科　⇨　月・火・水・金
　外　　　科　⇨　月～金
　泌 尿 器 科　⇨　月～金
　眼 科　⇨　月・火・金
　皮　膚　科　⇨　月・※水・金
　　※水曜日は不定期です（要確認）
　耳鼻咽喉科　⇨　火 ･ 木 ･ 金
■午後診療科目（受付 PM3:00 まで）
　呼吸器特診　⇨　水曜日
　心臓血管特診　⇨　金曜日［毎月２回］
　脳神経外科　⇨　火曜日
■予約制診療科目

整形外科 ⇨ 月・火・水・木
　（月曜・水曜・木曜は午前中のみです）
　婦人科（午後のみ）⇨火・金
※予定が変更になる場合があります。
詳しく は町立病院へお問合せ下さい。
※予約（変更 ･ 取り消し等）の問い合
わせは、専用ダイヤル☎ 055-272-5311

［受付時間］
午後１時～４時（土 ･ 日、祝日を除く）

市川三郷町立病院 ☎ 055-272-3000

■
心
配
ご
と
相
談
⇨
時
間
13
時
30
分
〜
16
時

▽
三
珠
地
区
５
月
16
日
㈬
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
相
談
室 

問
町
社
協
三
珠
支
所
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
２
８
８
１

▽
市
川
地
区
５
月
10
日
㈭
町
福
祉
保
健
総
合

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
室 

問
町
社
協
市
川
支
所

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
４
１
７
９

▽
六
郷
地
区
５
月
10
日
㈭
六
郷
庁
舎
２
階
和
室

問
町
社
協
六
郷
支
所
☎
０
５
５
６（
32
）３
８
４
７

■
行
政
相
談

▽
三
珠
・
市
川
地
区
５
月
10
日
㈭ 

14
時
〜
16

時 

町
役
場
本
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室
問
総
務

課
庶
務
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
２

▽
六
郷
地
区
５
月
10
日
㈭
14
時
〜
16
時
町
役
場

六
郷
庁
舎
２
階
第
１
会
議
室
問
六
郷
支
所
庶
務

係
☎
０
５
５
６（
32
）
２
１
１
１

■
心
と
身
体
の
な
ん
で
も
相
談
⇨
５
月
22
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
三
珠
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
１
階
診
察
室
▽
市
川
大
門
町
民
会
館
１
階

保
健
室
▽
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
問
い
き
い

き
健
康
課
☎
０
５
５
６
（
32
）
２
１
１
４

■
消
費
生
活
相
談
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）
⇨
５

月
10
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午
・
町
役
場
三
珠
庁

舎
１
階
会
議
室 

問
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７

廃食油の回収Ｐ１１

※冊子からはずして壁に貼るなどしてご利用下さい。

子どもの急病や心配ごとの相談は…

■小児救急電話相談　☎♯ 8000
ダイヤル回線からは☎ 055-226-3369 へ
※受診した方が良いか相談・助言など
■急病時、時間外での小児科医の受診
小児初期救急医療センター
☎ 055-226-3399 
※電話相談をしてから受診して下さい。

■内科
診 療日：月曜（午前）/ 火曜（午後）

/ 金曜（午前）/ 土曜（午前）

※２日㈬は午前中のみ、７日㈪と 21 日
㈪は午後も３:30 から４:30 まで診察し
ます。
※ 12 日㈯は都合により休診します。
■整形外科
今月の診療日：いずれも午前中
　７日㈪、21 日㈪
【診療時間】
　午前９時～正午  /  午後２時～５時

【問い合わせ】
　国保診療所☎ 055-272-7111
　町民課国保年金係☎ 055-272-1105

町営国民健康保険診療所 ☎055-272-7111

内科診療体制
月 火 水 木 金 土

午前 山田 × × × 山田 三澤
午後 ※小俣 河野 × × × ×

■つむぎの湯は 5/2 ㈬
開館いたします。

■ニードスポーツセン

ターは 5/3 ㈭ ～ 5/6 ㈰
を休館とさせていただ
きます。
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カメラがとらえた町の表情
市川三郷町フォトグランプリ入賞作品出揃う

応募作品
町内外から 105 点

　

町
で
は
昨
年
４
月
か
ら
「
市
川
三

郷
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
」
と
称
し
、

一
年
間
を
と
お
し
て
町
内
の
情
景
を

表
現
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
応
募
さ
れ
た
写
真

は
、
全
１
０
５
点
。
こ
の
た
び
審
査

会
が
行
わ
れ
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
た
吉
住
志
穂
審
査

委
員
長
は
「
こ
の
町
と
そ
こ
に
住
む

人
々
の
暮
ら
し
を
丹
念
に
迫
っ
た
写

真
が
多
く
見
ら
れ
、
み
な
さ
ん
の
町

に
対
す
る
愛
情
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き

ま
す
」
と
総
評
し
ま
し
た
。

■
グ
ラ
ン
プ
リ

　

『
里
の
彩
り
』
渡
辺 

勝
（
忍
野
村
）（講評）タイトルどおり彩りの美しい作品ですが。ワイドレンズで手前

をぼかし、画面に奥行きを与えたテクニックも見事ですが、なんといっ
てもこの写真の決め手はおじいさんの魅力に尽きます。たくさんの柿の
中からちらりと見えるおじいさんの真剣な表情は、この仕事に誇りを
持って続けてきた職人のプライドが見て取れます。何気ない日常をけれ
ん味なく切り取った秀逸なドキュメンタリーです。

■四季の祭り賞

『気になる舞台』
沢登今朝雄（南アルプス市）

『笑顔』
高野宣三（高田）

『一休み』
　依田 保（甲府市）

『文殊の赤鬼』
久岡栄郎（印沢 )

■特別賞　金山英二（甲府市）、遠藤菊水（市川大門）
■入選　松田行男（中央市）、村松勇（中央市）、沼倉司（富士吉
田市）、小高武夫（甲府市）、河西茂彦（南アルプス市）
■ファミリー賞　小池宏幸（下大鳥居）、日原美恵子（甲州市）、
小鷲順子（東京都）、一瀬芳三（市川大門）、小澤己江子（甲斐市）

▪入賞作品は５月31日まで、町役場本庁舎１階ロビーに展示しています

春夏

秋 冬
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住宅リフォーム費用の一部が助成されます今年度の歌舞伎鑑賞会は開催
が決定され次第お知らせします

　市川三郷町は市川団十郎宗家発
祥の地であることから、毎年、市
川団十郎が出演する歌舞伎公演に
あわせ「歌舞伎鑑賞会」を実施し
ています。
　この鑑賞会は例年７月頃実施し
ておりますが、現在、公演計画が
ないため、今年度の鑑賞会は今後
の公演計画を踏まえたうえ開催し
ます。鑑賞会の開催が決定され次
第、広報紙などでお知らせします。

問町産業振興課商工観光係
☎ 055-240-4157
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原発、福島、津波、放射能、いろんな
言葉が飛び交う中で、東北の子どもた
ちの生きる「いま」が伝わってくる写真
集です。せつなさや悲しみをいっぱい
抱えているのに、つらさを乗り越える
たくましさ、ほかの人を思いやる優しさ
がギュッと詰まっています。なんといっ
ても子どもたちの笑顔がとても素敵で
す。笑顔に励まされ、生きる力をもら
いました。（市川大門 /40 代女性）

『だけど、くじけない
　～子どもたちからの元気便～』
（長倉洋海と東北の子どもたち/NHK出版）

■本館 [ 乳幼児対象 ] ５/24 ㈭ 11:00 ～ 11:30
■三珠分館 [ 幼児から小学生対象 ] 毎週㈫ 16:30 ～ 17:00
　　　　　[ 乳幼児対象 ] ５/23 ㈬ 11:15 ～ 11:45
　　　　　　　※４月から毎月第４水曜日に変更になりました

■六郷分館 [ 幼児から小学生対象 ] ５/15 ㈫ 15:00 ～ 16:00

今月のおはなし会 気軽におこし下さい！

新 書図刊

『おやおやじゅくへようこそ』
（浜田桂子 /ポプラ社）

　史上最悪ともいわれる放射能汚染はなぜ起こったのか？
昨年１０月より『朝日新聞』に連載され、原発事故にまつわ
る新しい事実を次々に発掘しているルポルタージュ記事が待
望の書籍化。官僚や政府のずさんな対応、東京電力の無
責任な体質などを鋭く検証する。

『プロメテウスの罠～明かされな
かった福島原発事故の真実～』
（朝日新聞特別報道部/学研パブリッシング）

　月謝は無料、先生は優しくて優秀、成績アップ間違いなし
の「おやおやじゅく」は、親が通う塾です。子どもの気持ち
を知りたい親が、今日もたくさんやってきました。最初の授
業は「子どものおしごと」。先生役は子どもです。さて、子ど
ものおしごととはなんなのでしょう？

■児童向け

■一般向け

わたしの
一冊

新しい雑誌が
入りました

【本　　館】055-272-8888   開館時間 9:00 ～ 17:00（木曜日は 19:00 まで）
【三珠分館】055-272-1204   開館時間 9:00 ～ 17:00 
【六郷分館】0556-32-2002   開館時間［平日］正午～ 19:00［土・日］9:00 ～ 17:00
■休館日：全館とも毎週月曜・祝日・年末年始   ※本館のみ月の最後の平日

　町立図書館三珠分館では、木の温もりを生かした
館内で落ち着いてゆったり本に親しめます。子どもの
健全な心が育めるよう、子どもの本が充実しています。
毎週火曜日に幼児や児童を対象とした読み聞かせを、
毎月第４水曜日には乳幼児を対象としたおはなし会を
ボランティアのお母さんたちが行っています。お気軽
にご参加下さい。
　小さくて蔵書数は少ないですが、町内外の公共図
書館とネットワークで結ばれているため、ご希望の本
を取り寄せることもでき大人の方も満足いただけま
す。また、三珠地区は市川団十郎ゆかりの地でもある
ため、歌舞伎についての資
料も多数そろえています。
　地域の皆さまに愛着をも
って親しまれる図書館を目
指していますので、三珠分
館をどうぞよろしくお願い

いたします。

「いこいの家作品展」町精神デイケア-５/30水まで
展示コーナー（本館）

　小さい頃から本を読むことを体験し、その楽しさ
を知ることは、子どもが成長するために大切な要素
です。また、子ども読書週間は大人が子どもに本を
薦める週間でもあります。町立図書館本館では、子
どもの読書週間中「旅をしようよ！本と一緒に！」
をテーマに、日本各地や世界の国で生まれた絵本と
児童書を展示します。

「こどもの読書週間」
５/12まで「君と未来をつなぐ本」

▪男子食堂（男性のための本格料理情報誌）
▪スマッシュ（テニス雑誌）
▪ゼロからスタート English
▪クレアトラベラー（旅雑誌）

雑誌は を写す鏡です今

2012 年子ども読書週間標語

日本と世界の絵本・児童書展（本館）
■展示期間  ５月 20 ㈰まで 

「子どもにすすめたい本 2012」展

　昨年（2011 年）出版された児童書の中から、県内の公共
図書館職員が選定した約 100 冊を対象別に展示します。
■三珠分館　5/24 ㈭ ～ 6/3 ㈰
■六郷分館　6/7 ㈭ ～ 6/17 ㈰
■本　　館　6/21 ㈭ ～ 7/1 ㈰

三珠分館・小澤司書

大人の方も利用してね


